
 

 

群 馬 地 方 最 低 賃 金 審 議 会  
議事要旨  
議 事 録 

（整理番号０７９９）  
本審議会 第４４７回  

令和４年８月１日 公開  

開 催 日 時  令和４年８月１日  １６時３０分～１７時３８分  

開 催 場 所  前橋地方合同庁舎 １階共用会議室 

開 催 状 況  

  公益を代表する委員  出席 ５ 人  定数 ５ 人  

  労働者を代表する委員  出席 ４ 人  定数 ５ 人  

  使用者を代表する委員  出席 ４ 人  定数 ５ 人  

主 要 議 題  

１ 意見陳述について  
２ 群馬県最低賃金専門部会の審議状況について  
３ 中央最低賃金審議会の目安答申の伝達について  
４ 特定最低賃金改正決定の必要性の有無について（諮問）  
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議事要旨  

１ 関係労働者５名が意見陳述を行った。 

２ ７月２６日に開催された第１回目の専門部会の審議状況について事務局から説明を行った。 

３ 令和４年度の目安が８月１日時点で目安が示されなかったことに係る経緯、理由及び各種資料に 

ついて事務局から説明を行った。 

労働者代表委員からは、物価高騰により家計支出が逼迫しており暮らしの底上げをしたい、エッ

センシャルワーカーは最低賃金近傍で働く者が多い、地域間格差を縮めたい旨の意見が出された。 

使用者代表委員からは、コロナ禍が長期化することで産業全体に影響が出ており支払い能力が苦

しい状況の企業が増えている、最低賃金の引き上げ自体に反対しないが、目安や引き上げ額につ

いて明確な根拠を示してほしい、為替が円安に振れたこと、燃料、原材料が上昇したこと等で中

小企業では価格転嫁が容易でなく雇用維持が困難である旨の意見が出された。  

 今後、専門部会で具体的な金額について審議していくこととなった。 

４ 特定最低賃金改正決定の必要性の有無について、局長から会長に諮問を行った。 


